
回

『
ル
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト

・
ゲ
ー

ム
』
池
井
戸
潤

（講
談
社
／
１

６
８
０
円
）

「
一
番
お
も
し
ろ

い
試
合
は
、
８
対
７
だ
」
と
野

球
好
き
の
ル
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
は

言

っ
た
。
会
社
は
存
亡
の
危
機

に
あ
り
、
廃
部
寸
前
の
青
島
製

作
所
野
球
部
。
野
球
部
長
が
招

い
た
の
は
、
挫
折
経
験
を
持

つ

剛
腕
投
手
だ
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ

が
進
む
中
、
奇
跡
の
逆
転
劇
を

目
指
す
男
た
ち
を
描
く
。

回

『
長
嶋
少
年
』
ね
じ
め
正

一

（文
藝
春
秋
／
１
７
３
３
円
）
¨

風
呂
屋
の
下
足
札
の

「３
」
を

取
り
合
う
時
代
が
あ
っ
た
。
背

番
号
３
の
長
嶋
茂
雄
に
あ
こ
が

れ
、
励
ま
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

を
、
大
の
長
嶋
フ
ァ
ン
の
作
者

が
描
く
。
長
嶋
の
こ
と
な
ら
何

で
も
知

っ
て
い
る
小
学
５
年
生

の
ノ
ブ
オ
。
悲
惨
な
家
庭
環
境

に
あ
り
な
が
ら
、
ミ
ス
タ
ー
を

心
の
支
え
に
健
気
に
生
き
る
―

翻

『
不
安
家
族
　
働
け
な
い
転

落
社
会
を
克
服
せ
よ
』
大
嶋
寧

子

（日
本
経
済
新
聞
出
版
社
／

２
１
０
０
円
）

結
婚
し
な

い

（
で
き
な
い
）
若
者
が
急
増
。
家

族
を
持

つ
こ
と
が
当
た
り
前
で

な
い
状
況
を

「不
安
家
族
」
と

著
者
は
呼
ぶ
。
一雇
用
不
安
、
家

庭
崩
壊
、
格
差
拡
大
な
ど
の
社

会
問
題
を

「家
族
と
雇
用
の
関

係
」
か
ら
論
じ
、
再
生

へ
の
具

体
的
政
策
を
提
示
す
る
。

翻

『
ボ
ク

の
つ
ぶ
や
き
自
伝

◎
く
こ
一バ
雲
ご

久
里
洋
二

（新

潮
社
／
１
３
６
５
円
）

「Ｈ
Ｐ

Ｍ
」
の
ア
ニ
メ
コ
ー
ナ
ー
で
お

な
じ
み
の
久
里
洋
二
。
今
年
８４

歳
な
が
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ

ぶ
や
く
形
式
の
自
伝
を
発
表
し

た
。
昭
和
２５
年
に
上
京
。

コ
ッ

ペ
バ
ン

一
つ
の
貧
乏
画
学
生
時

代
や
手
塚
治
虫
が
言
っ
た
驚
く

べ
き
言
葉
な
ど
話
題
満
載
。
パ

ラ
パ
ラ
漫
画
２
本
立
て
付
き
。

日

『
日
本
よ
、
浮
上
せ
よ
！

２‐
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
の
具

体
的
戦
略
』
村
上
誠

一

世
紀
戦
略
研
究
室

（東
信
堂
／

２
１
０
０
円
）

「原
発
事
故
処

理
の
失
敗
は
政
治
と
原
子
炉
の

素
人
の
失
政
で
あ
る
」
と
断
じ

る
元
内
閣
府
特
命
担
当
相
の
筆

者
が
、
政
治
の
劣
化
を
も
た
ら

し
た
小
選
挙
区
制
の
問
題
点
を

説
き
、
戦
後
最
大
の
国
難
を
迎

え
た
日
本
政
治
が
な
す
べ
き
戦

略
を
縦
横
に
示
し
た
。

良「
+
21

【
記
事
よ
り
抜
粋
】
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